
災害時応援協定
　災害時応援協定とは、行政機
関と民間事業者、各種団体等ま
たは他の行政機関との間であら
かじめ協定を締結し、災害時に
おける人的・物的支援について
の協力を確保するためのもので
す。大災害が発生した際の初期
の対応として重要な、被災者へ
の食料・生活物資の供給、緊急
物資の輸送等を実施するために
は、民間事業者などをはじめと
した各種団体の協力が不可欠な
ものとなっています。
　伊丹市では、迅速かつ広域的
な災害対策を実施できる体制を
構築するため、平成28年３月末
現在、50を超え
る事業所などと
協定を締結して
います。
　

いたみ災害
サポート登録制度
　災害発生時の活動は、主に市
などの防災機関により実施され
ますが、地域での「自助」・「共助」
が、被害軽減、早期復旧には欠
かせないものとなります。そこ
で、地域に密着した事業所等の
持つ人材や資機材、技術などの
協力により、共助体制の強化を
図り、災害時の被害を軽減する
ことを目的とした制度です。現
在、伊丹市は30以上の事業所等
にご登録をいただいています。

<１> 金岡雨水貯留管　
　金岡雨水貯留管は、金岡雨水
幹線（排水面積470ha）が溢れ
るのを防ぐために県道山本伊丹
線（五号橋線）の地下10m に
埋設された、直径７ｍ、延長
1,150ｍにわたる雨水貯留管で
す。本施設は、平成13年３月に供用を開始し、貯留量は
40,000m3、大雨時に金岡雨水幹線が溢れそうになると
取水口から金岡雨水貯留管に雨水が流れ込み、一時的に
雨水を貯めます。降雨が止み、放流先河川の水位が低下
してから貯めた雨水を徐々に放流先河川にポンプで排出
します。上下水道局庁舎の１階に設置されている遠方監
視装置により、一括してゲートの開閉状況や貯留管の滞
水状況を監視しています。

<２> 瑞ヶ丘雨水調整池
　瑞ヶ丘地区、瑞穂地区の浸水被害を抑制するため、雨
水調整池を瑞ヶ丘野球場の地下に建設しています。平成
17年３月に供用を開始し、貯留量は2,500ｍ３となって
います。

<３> 雨水ポンプ場
　雨水ポンプ場は、放流先河川の水位が上昇し、水路の水
が自然に河川に流れなくなった時にゲートを閉めて河川へ
強制的に排水する施設です。河川水位より低い地盤の雨水
排水をするために極めて重要な施設
です。伊丹市では、６箇所の雨水ポ
ンプ場を整備しています。

避難所井戸の設置
　阪神・淡路大震災や東日本大震
災では、水不足等による、不衛生
なトイレを敬遠した避難者の体調
悪化を招き、震災関連死の一因に
なりました。これに鑑み、災害時
の避難所で必
須となる生活
用水を確保す
るため、今後、
避難者の健康
管理、衛生対
策に資する防
災井戸を教育
施設に設置す
る予定です。
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事業所等との連携雨水対策の推進

防災、減災を目的に
50台の見守りカメラを設置
―防災の監視体制を強化―
　本市で整備を進めております
1,000台の安全・安心見守りカメラ
には、50台の防災用カメラがあり
ます。河川や中心市街地等に整備
することで大雨等の災害発生時の
河川監視、迅速な初動体制や的確
な動員体制の確立に役立てます。
　さらに、主に河川を監視する目
的で設置するカメラについては、
インターネット配信し、市民の自
助に役立てます。

伝える

避難のための啓発避難のための啓発災害への意識の向上災害への意識の向上 身を守る知　る

伊丹市洪水
ハザードマップの作成

　本市を流れる猪名川、武庫川およびそ
の支川の堤防が壊れたり、堤防を越えて水が

あふれたりした場合の浸水予測結果に基づいて、
浸水する範囲とその水深な
らびに各地区の避難所等を
示した洪水ハザードマップ
の作成を行い、全戸配布し
ています。

防災啓発コーナー
　平時より防災資機材や
備蓄品等の展示、資料の閲
覧を行っております。また、市
民や防災士等が防災学習や研修等を
実施するための啓発活動のスペース
としても使用します。

屋外拡声器
　緊急地震速報や避難情報など重要情
報を市全域（主に屋外）に伝達するため、
市内28箇所に設置しました（地図参照）。
全国瞬時警報システム（J-アラート）と
も接続しており、緊急放送を自動で迅
速に伝達します。また、年に数回、緊
急地震速報等の訓練放送を実施し、
シェイクアウト訓練
等、啓発活動にも取
り組んでいます。

MCA無線機
　市役所などの行政機関、教育施設（市
立小・中学校、市立高校）、医師会、
共同利用施設など、半固定局や携帯局
等を128箇所に設置しています。緊急
時、固定電話や携帯電話が使用できな
い状況でも、危機管理室を中心に無線
機設置箇所同士で通信することができ
ます。

学校放送設備への接続
　市内すべての市立学校及び市役所に
IP告知放送システムを整備。全国瞬時
警報システム（J-アラート）とも接続
しており、各施設の非常放送設備から
緊急地震速報等重要情報を自動で放
送します。ま
た、防災セン
ターからの一
斉放送や各施
設の個別放送
にも対応して
おり、防災訓
練や啓発活動
に活用してい
ます。

伊丹市気象情報サイト
　市内の気象情報や災害情報等につい
て、特設サイトを開設しています。市
全域の、より細やかな気象情報等を把
握でき、市民に対する的確、迅速な情
報を伝達しています。　

エフエムいたみサテライトスタジオ
　防災センター及び消防局にエフエ
ムいたみサテライトスタジオを整備。
緊急時には、防災センター等よりエ
フエムいたみ（79.4MHz）に割り込
み、情報提供の放送を行います。

河川の水位情報
　河川の水位情報は、防災センターに
て、日々、リアルタイムで確認できる
体制となっております。また、伊丹市
のHPにおいても、国土交通省【川の
防災情報】等にリンクできるように
なっており、水位情報が確認できます。

緊急告知FMラジオ
　災害時に、避難などの災害に関する
正確な情報をいち早く入手してもらう
ために、災害時要援護者支援制度に申
し込まれた要援護者・支援協力員に対
して、緊急告知FMラジオを無償貸与し
ています。災害時には電源を切ってい
ても、J-アラートと連動し、FMラジオ
が自動起動します。定期的な起動テス
トやJ-アラートと連携した緊急地震速
報の訓練放送も行っています。

伊丹市緊急災害情報メール
（いたみメール）
　伊丹市災害情報メールに登録してい
ただいた方に、災害に関する情報を発
信しています。風水害情報や避難情報、
震度４以上の地震が発生したときなど
の情報を随時メールでお知らせします。
【登録方法】
itami@emp.ikkr.jpに空メールを送信
し、登録手続きを行ってください。
（ドメイン指定受信や拒否設定などの
受信制限をしている場合は、
itami-mm@city.itami.lg.jpを事前に
受信できるようにしておいてください）

防災公園・倉庫の整備
　市内４箇所の防災公園に倉庫を
整備（昆陽南公園、十六名公園、
笹原公園、伊丹スカイパーク）。
長期間保存可能な食糧（アルファ
化米、ソフトパン、
乳幼児用の粉ミルク
等）や毛布、簡易ト
イレ、日
常品等を
備蓄して
います。
　
飲料水兼用耐震性貯水槽の整備
　大規模災害時における飲料水の
確保のため、伊丹病院、伊丹小学
校、神津小学校の３ケ所に耐震性
貯水槽（100m3型）を設置してい
ます。大規模災害時における避難
者の飲料水を確保することによ
り、災害時の市民生活の安定を
図っています。

市立学校園・保育所（園）の
耐震化100％達成
　平成７年の阪神・淡路大震災以
降、学校施設の耐震化に努めてま
いりました。平成21年度からは、
「学校施設の安全安心宣言」（平成
20年９月１日）に則り、急ピッ
チで耐震化事業に取り組み、平成
23年度末で学校施設の耐震化
100％を達成。また、幼稚園施設、

保育施設についてもそれぞ
れ平成25年度、平成27
年度に耐震化100％を
達成しました。

土砂災害ハザードマップの作成
　土砂災害から市民の生命を守るため、土砂災害
が発生するおそれがある区域について、危険の周
知を図るため、土砂災害ハザードマップを作成し
ています。急傾斜地の崩壊のおそれがある区域と
して、本市では４箇所（北本町⑴、北本町⑵、北園、
鋳物師）の「土砂災害警戒区域」があります。また、
土砂災害警戒区域に居住の世帯に対し、緊急告知
FMラジオの貸与など、その周知を行っています。

避難所案内表示ステッカー・
海抜表示ステッカー
　市内171箇所にある
コミュニティ掲示板全
てに、「避難所案内表示
ステッカー」及び「海
抜表示ステッカー」を
貼付し、災害時におけ
る避難の啓発を行って
います。

災害時の要援護者対策について
　災害対策基本法に基づき、高齢者
や障がい者など災害時に避難支援を
必要とする可能性がある方（障がい
者・要介護等）の名簿を関係各課の
協力の下、作成しています。平常時
から、地域の皆さんと名簿を共有し
て、日常の見守りや災害時の迅速な
避難支援に繋げる仕組みづくりにも今後取り組んでいく予定です。ま
た、平成19年度から行っている近隣の地域住民の中から支援員をあ
らかじめ決めておき、災害時に特定の要援護者の安否確認や避難誘導
に可能な範囲であたっていただく個別具体的な支援体制についても引
き続き拡充してまいります。

地域ハザードマップへの作成支援
　大地震や異常気象によるゲリラ
豪雨などの災害に対し、｢地域の安
全は地域で守る｣という日頃の備
えを考える手段として、｢地域ハ
ザードマップ｣の作成支援を行っ
ています。

出前講座
　この講座は、「伊丹市まちづくり基本
条例」に基づき、市民の方に学習の機
会を提供することが目的となっていま
す。ご希望の時間や場所に市職員が出
向き、選ばれたテーマについて、わか
りやすくお話するものです。危機管理
室でも、防災・減災をテーマとして随
時申し込みを受け付けております。こ
れまで、自治会や福祉施設など、地域
のみなさんが防災について考える良い
機会として受講していただいています。

自主防災組織
　自主防災組織は、大規模な災害が起
きたときに、地域住民がお互いに助け
合い、被害を軽減するために結成され
る組織です。「自分たちの地域は自分た
ちで守ろう」とする住民の自主的な活
動でいざというときは、初期消火・応
急手当・避難誘導などを行います。
　平常時は、防災訓練や啓発活動を
行っています。例えば、自主防災訓練
や地域の防災啓発イベント、地域での
防災マップ作成等を行っており、必要
に応じて市と連携し、防災啓発活動に
も力を入れて取り組んでいます。
　伊丹市の自主防災組織結成率は97％
を達成しています！！
（平成27年４月１日現在）

水防工法訓練
　洪水や集中豪雨に備え「水防工法訓
練」を毎年、行っています。この訓練は、
河川敷の堤防が決壊したときや道路冠
水などを想定し、消防職員や消防団員
等が「せき板工法」や「釜段工法」、「シー
ト張工法」
など被害想
定にあった
工法を行う
ものです。
　また、ゲ
リ ラ 豪 雨
等、内水対
策の工法も
行います。

総合防災訓練　<平成28年１月24日実施>
　南海トラフ巨大地震の発生に備えて、市内全ての家庭、自治会、
自主防災会、学校、事業所など、全市民が一斉に防災行動を展開する”
20万人市民　いたみまるごと防災訓練”を実施しました。この訓練
は、屋外拡声器、学校等緊急放送設備、エフエムいたみ、いたみメール、
エリアメール、緊急速報メールによって市内全域に地震発生の伝達
を行い、20万人の全市民がそれぞれの立場で参加することによって、防災意識を高
め、市のさらなる防災力強化を目指すことを目的として行いました。
　今後とも、訓練内容の検証を行ない、より効果的で、実践的な訓練を実施してま
いります。

申込：まちづくり推進課
☎072-780-3533（　　　　　　　　　　　　）
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